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(57)【要約】
【課題】　ＰＯＳ端末装置により顧客の属性情報を取得
してサーバに送信するにあたり、不必要なトラフィック
の発生や顧客の個人情報の送信を防止しつつ、正確かつ
客観的な属性情報を取得する。
【解決手段】　ＰＯＳ端末装置に、顧客を撮影して画像
情報を取得する撮影装置と、撮影装置から画像情報を入
力して、画像一時記憶部に一時的に記憶させる画像入力
部と、画像情報にもとづき顧客の属性を判定して属性情
報を取得するとともに、画像情報を画像一時記憶部から
削除する属性判定部と、属性情報を、通信回線を介して
サーバ装置に送信する送信部とを備える。これにより、
顧客の画像にもとづき、性別や年齢などの属性情報を取
得するとともに画像を廃棄し、商品販売情報と属性情報
のみをネットワークを介してサーバ側に送信する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顧客を撮影して画像情報を取得する撮影装置と、
　前記撮影装置から前記画像情報を入力して、画像一時記憶部に一時的に記憶させる画像
入力部と、
　前記画像情報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を取得するとともに、前記画像
情報を前記画像一時記憶部から削除する属性判定部と、
　前記属性情報を、通信回線を介してサーバ装置に送信する送信部と、を備えた
　ことを特徴とするＰＯＳ端末装置。
【請求項２】
　前記撮影装置が顧客の顔画像情報を取得して、前記画像入力部が前記画像一時記憶部に
前記顔画像情報を一時的に記憶させ、
　前記属性判定部が、前記顔画像情報にもとづき顧客の性別及び年齢を判定して、得られ
た性別及び年齢を含む属性情報を取得するとともに、前記顔画像情報を前記画像一時記憶
部から削除する
　ことを特徴とする請求項１記載のＰＯＳ端末装置。
【請求項３】
　商品に付されたコードを読み取って、コード情報を取得するコードリーダと、
　前記コードリーダから前記コード情報を入力して、コード情報記憶部に記憶させるコー
ド情報入力部と、
　前記コード情報にもとづいて、前記商品の商品番号を含む商品販売情報を作成し、前記
属性情報と前記商品販売情報を含む送信情報を作成する送信情報作成部と、を備え、
　前記送信部が、前記送信情報を前記サーバ装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のＰＯＳ端末装置。
【請求項４】
　商品番号ごとに商品名を含む商品情報を記憶する商品情報記憶部と、
　前記サーバ装置から送信されてきた、少なくとも前記属性情報又は前記商品販売情報に
関連する所定の商品番号を入力し、この商品番号にもとづき前記商品情報記憶部を検索し
て、対応する商品情報を取得し、取得した商品情報を含む提供情報を作成して、これを表
示部に出力させる提供情報作成部と、を備えた
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のＰＯＳ端末装置。
【請求項５】
　前記サーバ装置に、前記属性情報と前記商品販売情報を含む送信情報が、販売履歴情報
として蓄積され、
　前記サーバ装置から送信されてきた、少なくとも前記属性情報又は前記商品販売情報に
関連する前記所定の商品番号が、前記サーバ装置により、前記蓄積された販売履歴情報か
ら抽出された、前記属性情報と同一性別、同一年代の販売履歴情報における商品番号であ
って、前記商品販売情報における商品番号以外のものである
　ことを特徴とする請求項４記載のＰＯＳ端末装置。
【請求項６】
　顧客を撮影して画像情報を取得する撮影装置、前記撮影装置から前記画像情報を入力し
て、画像一時記憶部に一時的に記憶させる画像入力部、前記画像情報にもとづき顧客の属
性を判定して属性情報を取得するとともに、前記画像情報を前記画像一時記憶部から削除
する属性判定部、及び、前記属性情報を、通信回線を介してサーバ装置に送信する送信部
を備えたＰＯＳ端末装置と、
　前記ＰＯＳ端末装置から前記属性情報を受信して記憶するサーバ装置と、を有する
　ことを特徴とするＰＯＳシステム。
【請求項７】
　前記撮影装置が顧客の顔画像情報を取得して、前記画像入力部が前記画像一時記憶部に
前記顔画像情報を一時的に記憶させ、
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　前記属性判定部が、前記顔画像情報にもとづき顧客の性別及び年齢を判定して、得られ
た性別及び年齢を含む属性情報を取得するとともに、前記顔画像情報を前記画像一時記憶
部から削除する
　ことを特徴とする請求項６記載のＰＯＳシステム。
【請求項８】
　前記ＰＯＳ端末装置が、
　商品に付されたコードを読み取って、コード情報を取得するコードリーダ、前記コード
リーダから前記コード情報を入力して、コード情報記憶部に記憶させるコード情報入力部
、及び、前記コード情報にもとづいて、前記商品の商品番号を含む商品販売情報を作成し
、前記属性情報と前記商品販売情報を含む送信情報を作成する送信情報作成部を備え、
　前記送信部が、前記送信情報を前記サーバ装置に送信する
　ことを特徴とする請求項６又は７記載のＰＯＳシステム。
【請求項９】
　前記ＰＯＳ端末装置が、
　商品番号ごとに商品名を含む商品情報を記憶する商品情報記憶部、及び、前記サーバ装
置から送信されてきた、少なくとも前記属性情報又は前記商品販売情報に関連する所定の
商品番号を入力し、この商品番号にもとづき前記商品情報記憶部を検索して、対応する商
品情報を取得し、取得した商品情報を含む提供情報を作成して、これを表示部に出力させ
る提供情報作成部を備えた
　ことを特徴とする請求項６～８のいずれかに記載のＰＯＳシステム。
【請求項１０】
　前記サーバ装置が、前記属性情報と前記商品販売情報を含む送信情報を、販売履歴情報
として蓄積し、
　この蓄積された販売履歴情報から、前記属性情報と同一性別、同一年代の販売履歴情報
を抽出し、この販売履歴情報における商品番号であって、前記商品販売情報における商品
番号以外のものを前記ＰＯＳ端末装置に送信する
　ことを特徴とする請求項９記載のＰＯＳシステム。
【請求項１１】
　顧客を撮影して画像情報を取得し、
　前記画像情報をＰＯＳ端末装置に入力して、当該ＰＯＳ端末装置における画像一時記憶
部に一時的に記憶させ、
　前記ＰＯＳ端末装置により、前記画像情報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を
取得するとともに、前記画像情報を前記画像一時記憶部から削除し、前記属性情報を、通
信回線を介してサーバ装置に送信する
　ことを特徴とする属性情報取得方法。
【請求項１２】
　顧客を撮影して顔画像情報を取得して前記画像一時記憶部に一時的に記憶させ、
　前記ＰＯＳ端末装置により、前記顔画像情報にもとづき顧客の性別及び年齢を判定して
、得られた性別及び年齢を含む属性情報を取得するとともに、前記顔画像情報を前記画像
一時記憶部から削除する
　ことを特徴とする請求項１１記載の属性情報取得方法。
【請求項１３】
　商品に付されたコードを読み取ってコード情報を取得し、このコード情報を前記ＰＯＳ
端末装置に入力し、
　前記ＰＯＳ端末装置により、前記コード情報にもとづき前記商品の商品番号を含む商品
販売情報を作成し、前記属性情報と前記商品販売情報を含む送信情報を作成して、この送
信情報を前記サーバ装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１１又は１２記載の属性情報取得方法。
【請求項１４】
　前記ＰＯＳ端末装置が、
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　商品番号ごとに商品名を含む商品情報を記憶し、
　前記サーバ装置から送信されてきた、少なくとも前記属性情報又は前記商品販売情報に
関連する所定の商品番号を入力し、
　この商品番号にもとづき前記商品情報記憶部を検索して、対応する商品情報を取得し、
　取得した商品情報を含む提供情報を作成して、これを表示部に出力させる
　ことを特徴とする請求項１１～１３のいずれかに記載の属性情報取得方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、
　顧客を撮影する撮影装置から画像情報を入力して、画像一時記憶手段に一時的に記憶さ
せる画像入力手段、
　前記画像情報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を取得するとともに、前記画像
情報を前記画像一時記憶手段から削除する属性判定手段、及び、
　前記属性情報を、通信回線を介してサーバ装置に送信する送信手段
　として機能させるための属性情報取得プログラム。
【請求項１６】
　前記画像入力手段に、前記撮影装置から入力した顔画像情報を前記画像一時記憶手段に
一時的に記憶させ、
　前記属性判定手段に、前記顔画像情報にもとづき顧客の性別及び年齢を判定させて、得
られた性別及び年齢を含む属性情報を取得させるとともに、前記顔画像情報を前記画像一
時記憶手段から削除させる
　ことを実行させるための請求項１５記載の属性情報取得プログラム。
【請求項１７】
　前記コンピュータを、
　商品に付されたコードを読み取るコードリーダからコード情報を入力して、コード情報
記憶手段に記憶させるコード情報入力手段、及び、
　前記コード情報にもとづいて、前記商品の商品番号を含む商品販売情報を作成し、前記
属性情報と前記商品販売情報を含む送信情報を作成する送信情報作成手段として機能させ
、
　前記送信手段に、前記送信情報を前記サーバ装置へ送信させる
　ことを実行させるための請求項１５又は１６記載の属性情報取得プログラム。
【請求項１８】
　前記コンピュータを、
　商品番号ごとに商品名を含む商品情報を記憶する商品情報記憶手段、及び、
　前記サーバ装置から送信されてきた、少なくとも前記属性情報又は前記商品販売情報に
関連する所定の商品番号を入力し、この商品番号にもとづき前記商品情報記憶手段を検索
して、対応する商品情報を取得し、取得した商品情報を含む提供情報を作成して、これを
表示手段に出力させる提供情報作成手段
　として機能させるための請求項１５～１７のいずれかに記載の属性情報取得プログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔画像を用いて、性別・年齢などの人の属性情報を取得するＰＯＳ端末装置
、ＰＯＳシステム、属性情報取得方法、及び属性情報取得プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　小売業において、ある商品がどのような属性の人により購入されたかを把握することは
、効果的な販売を行う上で極めて重要であり、流通形態が多様化した現在では、顧客情報
の取得はマーケティング活動に必要不可欠なものとなっている。
【０００３】
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　そこで、近年、コンビニエンスストアなどの店舗におけるＰＯＳ端末装置として、店舗
従業員（以下、オペレータと称する場合がある）の操作により、商品を購入した顧客の性
別や年齢等を手動で入力するものが実用化されている。
　このようなＰＯＳ端末装置によれば、商品の販売情報に対応付けてこれらの情報を記憶
するとともに、通信回線を介してサーバ装置に送信し、サーバ装置において顧客の性別や
年齢層に応じた売れ筋商品などを特定することが可能になっている。
【０００４】
　しかし、このような従来のＰＯＳ端末装置は、オペレータが顧客の顔や服装にもとづい
て、主観的にその性別や年齢をレジに手入力するものである。
　よって、取得される情報には主観差が含まれており、正確な顧客データを集めることは
難しいという問題があった。
【０００５】
　すなわち、オペレータの違い（社会環境や年齢）により、判断の結果に差が生じてしま
う可能性があった。また、誤入力や、無責任な入力が行われることがあり、正確なデータ
の入手が困難であった。
　このため、取得された顧客情報をマーケティングに適切に活用できない場合があった。
【０００６】
　そこで、このような顧客の情報を、オペレータが主観的に判断して入力するのではなく
、顧客の顔画像をコンピュータにより自動的に解析することで、客観的なデータとして取
得する販売支援システムが提案されている（例えば特許文献１参照）。
　このような従来のシステムによれば、レジ担当者に大きな負担をかけることなく、顧客
の特徴に関する正確かつ客観的なデータを取得して、営業戦略を構築するために有効な情
報を自動的に生成することが可能とされている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１５０７７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、この特許文献１に記載の販売支援システムでは、ＰＯＳ端末装置で顧客
の画像を取得し、商品の購入データと顧客の画像とをネットワークを介して販売支援装置
に送信し、販売支援装置において自動的に顧客の特徴(性別、年齢等)を判別して登録して
いる。
　すなわち、ＰＯＳ端末装置により取得された顧客の画像データを、ネットワークを介し
て販売支援装置に送信するため、送信データ量が大きく、リアルタイムでの処理が困難と
なったり、あるいはトラフィックが過剰になるなどの問題がある。
【０００９】
　また、顧客の画像を、販売支援装置に蓄積するものであるため、肖像権やプライバシー
の侵害になる可能性がある。
　さらに、このような販売支援装置によれば、顧客側から販売者側に一定の情報が提供さ
れるのに対し、顧客自身はその情報提供に対する直接の利益を得ることができない。
【００１０】
　本発明は、上記の事情にかんがみなされたものであり、ＰＯＳ端末装置により顧客の画
像を取得して自動的に特徴判別を行い、性別や年齢などの属性情報を取得するとともに画
像を廃棄し、商品販売情報と属性情報のみをネットワークを介してサーバ側に送信するこ
とで、不必要なトラフィックの発生や顧客の個人情報の送信を防止しつつ、正確かつ客観
的な属性情報を取得することが可能なＰＯＳ端末装置、ＰＯＳシステム、属性情報取得方
法、及び属性情報取得プログラムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明のＰＯＳ端末装置は、顧客を撮影して画像情報を取得
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する撮影装置と、撮影装置から画像情報を入力して、画像一時記憶部に一時的に記憶させ
る画像入力部と、画像情報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を取得するとともに
、画像情報を画像一時記憶部から削除する属性判定部と、属性情報を、通信回線を介して
サーバ装置に送信する送信部とを備えた構成としてある。
【００１２】
　また、本発明のＰＯＳシステムは、顧客を撮影して画像情報を取得する撮影装置、撮影
装置から画像情報を入力して、画像一時記憶部に一時的に記憶させる画像入力部、画像情
報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を取得するとともに、画像情報を画像一時記
憶部から削除する属性判定部、及び、属性情報を、通信回線を介してサーバ装置に送信す
る送信部を備えたＰＯＳ端末装置と、ＰＯＳ端末装置から属性情報を受信して記憶するサ
ーバ装置とを有する構成としてある。
【００１３】
　また、本発明の属性情報取得方法は、顧客を撮影して画像情報を取得し、画像情報をＰ
ＯＳ端末装置に入力して、当該ＰＯＳ端末装置における画像一時記憶部に一時的に記憶さ
せ、ＰＯＳ端末装置により、画像情報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を取得す
るとともに、画像情報を画像一時記憶部から削除し、属性情報を、通信回線を介してサー
バ装置に送信する方法としてある。
【００１４】
　また、本発明の属性情報取得プログラムは、コンピュータを、顧客を撮影する撮影装置
から画像情報を入力して、画像一時記憶手段に一時的に記憶させる画像入力手段、画像情
報にもとづき顧客の属性を判定して属性情報を取得するとともに、画像情報を画像一時記
憶手段から削除する属性判定手段、及び、属性情報を、通信回線を介してサーバ装置に送
信する送信手段として機能させる構成としてある。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、コンビニエンスストアなどのＰＯＳ端末装置とサーバ装置間における
不必要なトラフィックの発生や顧客の個人情報の送信を防止しつつ、正確かつ客観的な顧
客情報を取得することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係るＰＯＳシステムの好ましい実施形態について、図面を参照しつつ説
明する。
　なお、以下の実施形態に示す本発明のＰＯＳシステムは、プログラムに制御されたコン
ピュータにより動作するようになっている。コンピュータのＣＰＵは、プログラムにもと
づいてコンピュータの各構成要素に指令を送り、属性判定処理、顔画像データ破棄処理、
属性情報送信処理等を行わせる。このように、本発明のＰＯＳシステムにおける各処理、
動作は、プログラムとコンピュータとが協働した具体的手段により実現できるものである
。
【００１７】
　プログラムは予めＲＯＭ、ＲＡＭ等の記録媒体に格納され、コンピュータに実装された
記録媒体から当該コンピュータにプログラムを読み込ませて実行されるが、例えば通信回
線を介してコンピュータに読み込ませることもできる。
　また、プログラムを格納する記録媒体は、例えば半導体メモリ、磁気ディスク、光ディ
スク、その他任意のコンピュータで読取り可能な任意の記録手段により構成できる。
【００１８】
［第一実施形態］
　まず、本発明の第一実施形態の構成について、図１～図３を参照して説明する。図１は
、本実施形態のＰＯＳシステムの構成を示すブロック図である。図２は、本実施形態のＰ
ＯＳシステムにおけるＰＯＳ端末装置の構成を示すブロック図である。図３は、本実施形
態のＰＯＳシステムにおけるサーバ装置のＰＯＳシステムＤＢが格納する販売履歴情報の
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データ構成を示す図である。
【００１９】
　図１に示すように、本実施形態のＰＯＳシステムは、ＰＯＳ端末装置１０、サーバ装置
２０、通信回線３０を有しており、ＰＯＳ端末装置１０はＣＣＤカメラ(Charge-Coupled
　Device　Camera)１０ａ、顔画像認識エンジン１２を備えている。また、サーバ装置２
０はＰＯＳシステムＤＢ２１を備えている。
【００２０】
　ＰＯＳ端末装置１０は、コンビニエンスストアなどの店舗において、店舗従業員により
使用されるレジ端末である。このＰＯＳ端末装置１０は、販売した商品の商品番号や販売
日時、価格等を含む商品販売情報を作成するとともに、商品の購入者を撮影し、性別や年
齢等の属性を判定して属性情報を作成することができる。また、属性の判定後、直ちに撮
影した画像を削除し、属性情報と販売情報のみをサーバ装置２０に送信することができる
。
【００２１】
　ＰＯＳ端末装置１０は、図２に示すように、ＣＣＤカメラ１０ａ、コードリーダ１０ｂ
、画像入力部１１、顔画像認識エンジン１２、コード情報入力部１３、コード情報一時記
憶部１４、送信情報作成部１５、及び送受信部１６を備えている。
　ＣＣＤカメラ１０ａは、ＰＯＳ端末装置１０に取り付けられ、顧客が商品を購入する時
に、顧客を撮影して顔画像情報を取得し、取得した顔画像情報をＰＯＳ端末装置１０本体
に出力する撮影装置である。
　コードリーダ１０ｂは、商品に付されたコードを読み取り、得られたコード情報をＰＯ
Ｓ端末装置１０本体に出力する。
【００２２】
　画像入力部１１は、ＣＣＤカメラ１０ａから画像情報を入力し、これを顔画像認識エン
ジン１２に出力する。
　顔画像認識エンジン１２は、入力した画像情報にもとづいて、商品の購入者の属性判定
を行い、画像情報に対応する属性情報を取得する。
　この属性情報としては、画像から得ることができる、購入者に関する情報であれば特に
限定されないが、例えば性別、年齢等とすることができる。
【００２３】
　属性判定の具体的な手法は、従来公知の種々のものを使用することが可能である。例え
ば、特開２００５－１６５４４７号公報に記載の年齢・性別判別装置などを用いることが
できる。この方法では、予め男女別に幅広い年齢層の個人顔特徴情報を作成し、これらの
情報との類似度を求めることで、年齢・性別の判別を行っている。
　その他、特開平１１－１７５７２４号公報に記載の人物属性識別装置、上述した先行技
術文献１に記載の販売支援システムにおける画像認識アルゴリズムなどを用いて、顔画像
情報から顧客の性別や年齢などの属性情報を取得することが可能である。
【００２４】
　顔画像認識エンジン１２は、図２に示すように、顔画像一時記憶部１２ａ、及び属性判
定部１２ｂを備えている。
　顔画像一時記憶部１２ａは、画像入力部１１から入力した画像情報を、属性判定が完了
するまで一時的に記憶する記憶装置である。
【００２５】
　属性判定部１２ｂは、顔画像一時記憶部１２ａに記憶されている画像情報を使用して、
属性情報を取得する。
　例えば、ＰＯＳ端末装置に予め男女別の幅広い年齢層の顔画像を記憶させた基準顔画像
記憶手段を備え、顔画像一時記憶部１２ａに記憶されている画像情報と、この基準顔画像
記憶手段に記憶されている顔画像との類似度を判定することにより、顧客の性別や年齢な
どの属性情報を取得ことができる。
【００２６】
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　属性判定部１２ｂは、属性判定処理により属性情報を取得すると、顔画像一時記憶部１
２ａから判定の元データである顔画像を削除する。そして、属性情報を送信情報作成部１
５に出力する。
【００２７】
　コード情報入力部１３は、コードリーダ１０ｂからコード情報を入力し、これをコード
情報一時記憶部１４に一時的に記憶させる。
　一時的に記憶されたコード情報は、送信情報作成部１５により商品販売情報及び属性情
報からなる送信情報が作成されると、コード情報一時記憶部１４から削除される。
【００２８】
　送信情報作成部１５は、属性判定部１２ｂから属性情報を入力すると、商品販売情報一
時記憶部１３に記憶されている商品販売情報と併せて送信情報を作成する。したがって、
この送信情報には、商品販売情報と、その商品を購入した顧客の性別や年齢等の属性情報
が含まれる。
　送受信部１６は、送信情報作成部１５により作成された送信情報を、通信回線３０を介
してサーバ装置２０に送信する。なお、送受信部１６は、送信部と受信部に分けて構成し
ても良く、本実施形態では送信部のみを備えていれば良い。
【００２９】
　サーバ装置２０は、ＰＯＳ端末装置１０から送信情報を受信すると、この送信情報をＰ
ＯＳシステムＤＢ２１に格納する。ＰＯＳシステムＤＢ２１は、サーバ装置２０に外部接
続されたものでも良い。
　このとき、送信情報は、例えば図３に示すような販売履歴情報２１０として、ＰＯＳシ
ステムＤＢ２１に格納される。
【００３０】
　次に、本実施形態のＰＯＳシステムにおける処理手順について、図４を参照して説明す
る。同図は、本実施形態のＰＯＳシステムにおける処理手順を示すフローチャートである
。
　顧客が商品購入時にレジの前に立つと、ＰＯＳ端末装置１０の前面に取り付けられたＣ
ＣＤカメラ１０ａが、顧客を撮影して顔画像情報を取得する（ステップ１０）。ＣＣＤカ
メラ１０ａによる撮影のタイミングは、例えばコードリーダ１０ｂによりコード情報が読
み取られたときや、オペレータによる所定の入力時とすることなどが可能である。
【００３１】
　次に、この取得された顔画像情報は、顔画像認識エンジン１２に入力されて一時的に記
憶され（ステップ１１）、属性判定部１２ｂにより、性別・年齢等の判定が行われる（ス
テップ１２）。これによって、属性判定部１２ｂは、顧客の性別、年齢等からなる属性情
報を取得し、この属性情報を後述する商品販売情報とともにサーバ装置２０に送信する。
【００３２】
　また、属性判定部１２ｂは、属性判定を行うと、顔画像一時記憶部１２ａから判定元デ
ータである顔画像情報を削除する（ステップ１３）。
　これによって、顧客の個人的な情報は、ＰＯＳ端末装置１０から消去し、抽象化された
属性情報のみを取り扱うことが可能となる。
　なお、顔画像情報の削除は、商品情報及び属性情報をサーバ装置２０に送信した後に行
うことも可能である。
【００３３】
　また、商品に付されたバーコードや２次元コードが、コードリーダ１０ｂにより読み取
られると、読み取られたコード情報がＰＯＳ端末装置１０に入力される（ステップ１４）
。このコード情報には、商品番号などの情報が含まれている。
　なお、この商品情報の入力は、ステップ１０～ステップ１３と重複したタイミングで行
われる場合もある。
【００３４】
　次に、ＰＯＳ端末装置１０は、コード情報に、商品を販売した店舗の店舗番号や、販売
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日時等の情報を付加して、商品販売情報を作成する（ステップ１５）。
　そして、ＰＯＳ端末装置１０は、作成した商品販売情報と、上記取得された属性情報か
らなる送信情報を作成し、サーバ装置２０に送信する（ステップ１６）。
　サーバ装置２０は、受信した送信情報に含まれる商品販売情報及び属性情報を、販売履
歴情報２１０として、ＰＯＳシステムＤＢ２１に格納する（ステップ１７）。
【００３５】
　以上説明したように、本実施形態のＰＯＳシステムによれば、ＰＯＳ端末装置により顧
客の画像を取得し、性別や年齢などの属性を判定して、画像を削除し、商品販売情報と属
性情報のみをネットワークを介してサーバ側に送信することができる。
　このため、不必要なトラフィックの発生を防止することができるとともに、顧客の個人
情報を保存することなく、正確かつ客観的な顧客情報を取得することが可能となる。
　また、属性判定におけるオペレータの主観差を取り除くことができ、コンピュータ処理
による客観的な年齢・性別判別が可能となり、さらにオペレータの判別と入力の手間を省
くことも可能となる。
【００３６】
［第二実施形態］
　次に、本発明の第二実施形態について、図５及び図６を参照して説明する。図５は、本
実施形態のＰＯＳシステムの構成を示すブロック図である。図６は、本実施形態のＰＯＳ
システムにおけるＰＯＳ端末装置の商品情報記憶部のデータ構成を示す図である。
　本実施形態は、顧客から属性情報を取得するとともに、この取得した属性情報にもとづ
き一定の情報を顧客に対して返却することができる点で第一実施形態と異なる。その他の
点については、第一実施形態と同様である。
【００３７】
　すなわち、本実施形態のＰＯＳシステムは、サーバ装置２０がＰＯＳ端末装置１０から
商品情報及び属性情報を受信すると、これらを販売履歴情報としてＰＯＳシステムＤＢ２
１に格納するのみならず、さらに属性情報に関連するレコードをＰＯＳシステムＤＢ２１
から抽出する。そして、サーバ装置２０は、抽出したレコードから商品番号を取得し、こ
れをＰＯＳ端末装置１０に送信する。
【００３８】
　これによって、サーバ装置２０は、例えば、ＰＯＳ端末装置１０から受信した属性情報
と、同じ性別、同年代の販売履歴情報に含まれる商品番号を取得することができる。そし
て、ＰＯＳ端末装置１０は、サーバ装置２０から商品番号を受信すると、この商品番号に
対応する商品情報やその画像情報を出力して、顧客に提供することができる。
　このため、顧客は、商品を購入する際に、同じ性別で同年代の人に人気のある商品情報
等の提供を受けることが可能となる。
【００３９】
　本実施形態のＰＯＳ端末装置１０は、図５に示すように、第一実施形態における構成に
加え、商品情報記憶部１７、提供情報作成部１８、及び表示部１０ｃを備えている。
　商品情報記憶部１７は、顧客に販売される商品に関する情報を記憶する記憶装置であり
、例えば図６に示す商品情報１６０のようなデータ構造のレコードを格納する。
【００４０】
　提供情報作成部１８は、サーバ装置２０から送信されてきた商品番号を、送受信部１６
を介して入力し、この商品番号にもとづき商品情報記憶部１７を検索して、対応する商品
名やその画像情報等を取得する。
　そして、取得した商品名や画像情報を、顧客に対する提供情報として、表示部１０ｃに
出力する。
　表示部１０ｃは、ＰＯＳ端末装置のディスプレイやモニタなどの表示装置である。
【００４１】
　なお、顧客に対する提供情報は、上記のものに限定されるものではなく、その他、種々
の方法で取得された商品名や画像情報等を提供情報とすることも可能である。
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　例えば、商品番号を、類似する商品に共通のコードを付与することなどにより、類似す
る商品を識別可能に体系付け、サーバ装置２０により、ＰＯＳ端末装置１０から受信した
商品番号にもとづきＰＯＳシステムＤＢ２１を検索し、類似する商品のレコードを抽出し
て、その商品番号をＰＯＳ端末装置１０に送信することなども可能である。
【００４２】
　また、商品情報記憶部１７及び提供情報作成部１８の機能をサーバ装置２０に保有させ
、サーバ装置２０において顧客に対する提供情報を作成し、これをサーバ装置２０からＰ
ＯＳ端末装置１０に送信して、提供情報を表示部１０ｃに表示させる構成とすることも可
能である。このとき、提供情報に商品名のみを含め、画像情報を含めないことも勿論可能
である。
【００４３】
　さらに、提供情報として、商品情報以外のものを作成することもできる。例えば、その
商品の何番目の購入者であるかなどといった情報を出力することも可能である。
　また、顧客への提供情報のみならず、オペレータ側への提供情報を出力する構成にする
ことも可能である。例えば、オペレータに対して、上記商品情報及び画像情報を提供し、
顧客とのコミュニケーションを図る手段として利用可能にすることも可能である。
【００４４】
　次に、本実施形態のＰＯＳシステムにおける処理手順について、図７を参照して説明す
る。同図は、本実施形態のＰＯＳシステムにおける処理手順を示すフローチャートである
。
　まず、ＣＣＤカメラ１０ａにより顧客を撮影し、その顔画像情報を取得する動作からサ
ーバ装置２０において商品販売情報及び属性情報がＰＯＳシステムＤＢ２１に格納される
までの動作（ステップ３０～ステップ３７）は、第一実施形態における動作（ステップ１
０～ステップ１７）と同様である。
【００４５】
　次に、サーバ装置２０は、ＰＯＳ端末装置１０から受信した属性情報に含まれる性別及
び年齢を検索キーとしてＰＯＳシステムＤＢ２１を検索し、ヒットしたレコードを抽出す
る。このとき、年齢は同一のものを検索するほか、その年齢から一定範囲内のものを検索
することもできる。
【００４６】
　なお、抽出するレコードの件数は、例えば１件、５件、１０件など任意のものにするこ
とができ、特に限定されない。
　そして、サーバ装置２０は、抽出したレコードの商品番号を取得し（ステップ３８）、
これをＰＯＳ端末装置１０に送信する（ステップ３９）。
【００４７】
　ＰＯＳ端末装置１０は、受信した商品番号にもとづき商品情報記憶部１７を検索して、
対応する商品名やその商品の画像情報などを取得し、これらを含む提供情報を作成する（
ステップ４０）。
　そして、ＰＯＳ端末装置１０は、作成した提供情報を表示部１０ｃに表示させる（ステ
ップ４１）。
【００４８】
　以上説明したように、本実施形態のＰＯＳシステムによれば、顧客から取得した属性情
報を用いて、顧客に提供するための情報を作成することができる。
　このため、顧客にとっては、購入した商品に関連のある情報の提供を受けることが可能
となる。また、このような情報を店舗従業員に提供すれば、顧客とのコミュニケーション
に活用することが可能となる。
【００４９】
　本発明は、以上の実施形態に限定されるものではなく、本発明の範囲内において、種々
の変更実施が可能であることは言うまでもない。
　例えば、上記実施形態では顔画像を撮影して属性判定を行っているが、購入者の全身を
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宜変更することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、小売業等が営まれる商業施設において、好適に利用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の第一実施形態のＰＯＳシステムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第一実施形態のＰＯＳシステムにおけるＰＯＳ端末装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図３】本発明の第一実施形態のＰＯＳシステムにおけるサーバ装置のＰＯＳシステムＤ
Ｂが格納する販売履歴情報のデータ構成を示す図である。
【図４】本発明の第一実施形態のＰＯＳシステムにおける処理手順を示すフローチャート
である。
【図５】本発明の第二実施形態のＰＯＳシステムの構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第一実施形態のＰＯＳシステムにおけるＰＯＳ端末装置の商品情報記憶
部のデータ構成を示す図である。
【図７】本発明の第二実施形態のＰＯＳシステムにおける処理手順を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
【００５２】
　１０　ＰＯＳ端末装置
　１０ａ　ＣＣＤカメラ
　１０ｂ　コードリーダ
　１０ｃ　表示部
　１１　画像入力部
　１２　顔画像認識エンジン
　１２ａ　顔画像一時記憶部
　１２ｂ　属性判定部
　１３　コード情報入力部
　１４　コード情報一時記憶部
　１５　送信情報作成部
　１６　送受信部
　１７　商品情報記憶部
　１８　提供情報作成部
　２０　サーバ装置
　２１　ＰＯＳシステムＤＢ
　１６０　商品情報
　２１０　販売履歴情報
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